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【関係法令（有事業務に係るもの）】

開　1　ある製造業の事業者の労働者数及び有事業務等従事

状況並びに産業医及珊生管理者の選任の状況は、次

の①～③のとおりである。この事業場の産業医及び衛

生管理者の選任についての法令達反の状況に関する

（1）～（5）の記述のうち、正しいものはどれか。

①　労働音数及び有害業務等従事状況

常時使用する労働者数は800人であり、こ

のうち、澤家業を含む兼務に400人が、多量

の低温物体を取り扱う業務に30人が常時従事

しているが、他に有害業務に従事している着は

いない。

②　産業医の選任の状況

選任している産業医数は1人である。この産

業医は、この事業場に専属の着ではないが、産

業医としての法令の事件を満たしている医師で

ある。

③　衛生管理者の選任の状況

選任している衛生管理者数は3人である。

このうち1人は、この事業場に専属でない労

働衛生コンサルタントで、衛生工学衛生管理者

免許を有していない。

他の2人は、この事業場に専属で、共に衛生

管理者としての業務以外の業務を兼任しており、

また、第一種衛生管理者免許を有しているが、

衛生工学衛生管理者免許を有していない。

（1）選任している産業医がこの事業場に専属でないこ

とが違反である。

（2）選任している衛生管理者数が少ないことが違反で

ある。

（3）衛生管理者として選任している労働衛生コンサル

タントがこの事業場に専属でないことが違反である。

（4）衛生工学衛生管理者免許を有する着のうちから選

任した衛生管理者が1人もいないことが違反である。

いり専任の衛生管理者が1人もいないことが違反であ

る。

間　2　労働安全♯生法に基づく技能講習を修了することに

よって取得できる資格は、次のうちどれか。

（l）潜水士の資格

（2）高圧室内作業主任者の資格

（3）ェッタス線作業主任者の資格

（4）石綿作業主任者の資格

（5）ガンマ線透過写其撮影作業主任者の資格

問　3　次のAからDまでの作業について、法令上、作業主

任者の選任が義務付けられているものの組合せは（1）
～（5）のうちどれか。

A　飼料の貯蔵のた桝こ使用しているサイロの内部

における作業

B　セメント製造工程においてセメントを袋帯めす

る作業

C　製造工程において硫酸を用いて行う洗浄の作業

D　水深10m以上の場所における潜水の作巣

（1）A，B

（2）A，C

くさ）A．D

（4）B暮　C

（5）CI D

問　4　次の装置のうち、法令上、定期自主検査の実篤農務

が規定されているものはどれか。

（1）木工用丸のこ盤を使用する屋内の作業場所に孜け

た局所排気装置

（2）塩厳を使用する屋内の作業場所に設けた局所排気

装置

（3）アーク溶接を行う屋内の作業場所に設けた全体換

気装置

（4）酢酸エチルを重量の5％を超えて含有する接着剤

を製造する工程において、当該接着剤を容馨に注入

する屋内の作業場所に設けた局所排気装置

（5）アンモニアを使用する屋内の作業場所に設けたプ

ッシュプル型換気装置

間　5　次の作業環境測定を行うとき、法令上、作業環境測

定士が測定を実施しなければならないものはどれか。

（1）チッパーによりチップする業務を行い著しい騒音

を尭する屋内作業場における等価騒音レベルの測定

（2）パルプ液を入れたことのある糟の内部において作

美を行う場合の当該作業場における空気中の酸素及

び磯化水素の濃度の測定

（3）常時セメントを袋帯めする作業を行う屋内作業場

における空気中の粉じん濃度の測定

（4）溶融ガラスからガラス製晶を成型する業務を行う

屋内作業場における気温、温度及びふく射熟の測定

は）炭酸ガス（二酸化炭素）が停滞するおそれのある坑

内の作業槍における空気中の炭酸ガス濃度の測定



問　6　特定化学物質の第一撃物質に関する次の記述のうち、

法令上、正しいものはどれか。

（l）第一類物質は、rクロム酸及びその塩Jを始めと

する7種の兼がん性の認められた化学物質並びにそ

れらを一定量以上含有する混合物である。

（2）欝一類物質を製造しようとする者は、あらかじめ、

物質ごとに、かつ、当該物質を製造するプラントご

とに厚生労働大臣の許可を受けなければならない。

（3）簾一類物資を春巻に入れ、容農から放り出し、又

は反応槽等へ投入する作業を行うときは、発散源を

密閉する設備、外付け式フードの局所排気装置又は

プッシュプル型換気装置を設けなければならない。

（4）第一類物質を取り扱う屋内作業翳についての作業

環境測定慈果及びその評価の配点を保存すべき期間

は3年である。

（5）第一類物質を取り扱う業務に常時従事する労働着

に係る特定化学物質離農診断個人票を保存すべき期

問は5年である。

問　7　有機溶剤中毒予防規則に関する次の紀述のうち、誤

っているものはどれか。

ただし、同規則に定める適用除外及び設備の特例は

ないものとする。

（1）有機溶剤含有物とは、有機溶剤と有機溶剤以外の

物との混合物で、有機溶剤を当該混合物の重量の

10％を超えて含有するものをいう。

（2）第一種有機溶剤等であるトリタロルエチレンを総

重量の4％、第二種有機溶剤等であるキシレンを総

重量の8％含有し、凍りは有機溶剤以外の物から成

る混合物は、第二種有機溶剤等に区分される。

（3）有機溶剤等の区分を色分けにより表示するとき、

第二種有機溶剤等については、黄色で行わなければ

ならない。

（4）有機溶剤等を入れてあった空容器で有機溶剤の蒸

気が発散するおそれのあるものについては、密閉す

るか、又は屋外の一定の場所に集積しておかなけれ

ばならない。

（5）有機溶剤等を入れたことのあるタンクで有機溶剤

の蒸気が発散するおそれのあるものの内部における

発射こ労働者を従事させるときは、当膝労働者に送

気マスクを使用させなければならない。
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問　8　次の粉じん作業のうち、法令上、特定粉じん作業に

醸当するものはどれか。

（1）屋内のガラスを製遭する工掛こおいて、原料を溶

解炉に投げ入れる作業

（2）耐火物を用いた炉を解体する作業

（3）屋内において、研ま材を用いて手持式助力工具に

より金属を研まする奇所における作業

（4）農内において、セメントを袋辞めする箇所におけ

る作業

くさ）タンクの内細において、金属をアーク溶接する作

兼

間　9　電離放射線障害防止規則に基づく管理区域に関する

次の文中の［：：コ内に入れるAからCの帝旬又は数底

の組合せとして、正しいものは（1）～（5）のうちどれ

か。

r①管理区域とは、外瓢放射線による実効線量と空

気中の放射性物質による実効線量との合計が

⊂互コ間につき⊂亘コを食えるおそれのある区域

又は放射性物質の表面密度が法令に定める表面汚

染に関する限度の10分のlを超えるおそれのあ

る区域をいう。

②・①の外部放射線による実効線卓の算定は、

［≡コ線量当量によって行う。J

A B

（1）1か月　　　1．3血SY

（2）3か月　　　1．3■Sv

（3）3か月　　　1．3■SY

（4）1か月　　　5　mSv

（5）3か月　　　8　mSY

C

70Jl■

70かm

l ct

l em

70J畑

間10　労働基準法に基づく時間外労働に関する協定を締鼓

し、これを所轄労働基準監督署長に届け出る場合にお

いでも、労働時間の延長が182時間を超えてはなら

ない業務は次のうちどれか。

（1）給海を行う紡績又は織布の業務

（2）ボイラー製造等強烈な騒音を発する場所における

業務

（3）大帝分の労銀時間が立作業である業務

（4）病原体によって汚染された物を取り扱う兼務

（5）受注、予約等の拘束型のVDT作業の業務



【労働衛生（有事業務に係るもの）】

間11労働衛生対策を進めるに当たっては、作業環境管理、

作業管理及び健康管理が必要であるが、その中の作東

管掛こ関する次の記述のうち、不適切なものはどれか。

（1）作業管理とは、局所排気装置の設麓等の工学的な

対策によって、作業環境を良好な状態に維持するこ

とをいう。

（2）作業管理を進めるには、作業の美態を調査・分析

し、評価して、作業の標準化、労働者の教育、作業

方法の改善等を行っていくことがよ要である。

ほ）作美管理の手法は、労鏡生理学的手法、人間工学

的手法等、多岐にわたる。

（4）作業管理の内容には、作業方法の変更などにより

作業負荷や姿勢などによる身体への悪影響を減少さ

せることが含まれる。

（5）作業管理の内容には、労働衛生保護具の適正な使

用により有事な物質への身体ぱく藷を少なくするこ

とが含まれる。

問12　有害物質とその常温、常圧（25℃、1気圧）での空

気中における状態との蔽合せとして、誤りでいるもの

は次のうちどれか。

ただし、ガスとは、常温、常圧で気体のものをいい、

蒸気とは、常温、常圧で液体又は固体の物質が蒸気圧

に応じて揮発又は昇華して気体となっているものをい

うものとする。

（1）塩素

（2）アセトン…………………蒸気

（3）硫酸ジメチル……‥▲……煮気

（4）ニッケルカルポニル……紛じん

（5）ジタロルベンジジン……粉じん

間13　有害化学物質に関する次の文中の⊂コ内に入れる

A及びBの語句の組合せとして、正しいものは（l〉～

くさ）のうちどれか。

r消毒や漂白等に用いられる次亜塩素酸塩溶液と、

洗浄や水処理等に用いられる⊂室コ溶液が浪触すると、

人体に有害な亡を：匝スが発生し、中毒を起こすこと

がある。j

A

（1）アルカリ性

（2）酸性

（3）アルカリ性

（4）酸性

（5）アルカリ性

1　衛
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間14　作業環齢こおける騒音及びそれによる健康障害に関

する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（1）騒音レベルの測定は、通常、騒音計の周波数補正

回路のA特性で行い、その大きさはdB（A）で表示

する。

（2）騒音性難聴は、初期には気付かないことが多く、

また、始りにくいという特徴がある。

（3）騒音は、自律神経系や内分泌系へも影響を与え、

交感神経の清勤の先進や副腎皮質ホルモンの分泌の

増加が認められることがある。

（4）騒音他業態では、通常、会話音域より高い音域か

ら聴力低下が始まる。

（5）等価騒音レベルは、変動する騒音のある時間範囲

について、280、500、1000、2000、

4000及び8000Hzの音圧レベルの平均値と

して表した量である。

間15　金属尊による健康障害に関する次の記述のうち、換

っているものはどれか。

（l）金員水銀中辛では、感情不安定、幻覚などの精神

障害や手指の震えなどがみられる。

（2）鉛中毒では、貧血、末梢神経障害、腹部の痛紺な

どがみられる．

（3）マンガン中毒で臥指の骨の溶解、肝臓の血管肉

腫などがみられる疇

（4）カドミウム中寺では、上気道炎、肺炎、腎障害な

どがみられる。

（5）遺棄中寺で臥角化症、黒皮症などの皮膚博幸や

鼻中隔穿孔などがみられる。

問16　作業震卦こおける有害国子による健康障害に関する

次の記述のうち、正しいものはどれか。

（1）電＃放射組こよる中枢神経系障害は、確率的影響

に分類され、被ばく線量がしきい値を超えると発生

率及び重症度が線量に対応して増加する．

（2）熟恵攣は、多量の発汗により体内の水分と塩分が

失われたところへ水分だけが補給されたとき、体内

の塩分濃度が低下することにより発生する。

（3）金属熱は、金属の溶融作業において、高温環境に

より体温調節中枢が麻痺することにより発生し、長

凱剛こわたる発熱、関節痛などの症状がみられる。

（4）凍妄軋皮膚組織の凍結壊死を伴うしもやけのこ

とで、0℃以下の寒冷にぱく露することによって発

生する。

（6）潜水兼務における減圧症は、浮上による減圧に伴

い、血液中に溶け込んでいた酸素が気泡となり、血

管を閉塞したり軋織を圧迫することにより発生する．

古
拙
♯
伽
触
素

態
押
塩
塩
弗
∵
塩



間17　化学物質による健康障害に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（l）一酸化炭素による中毒では、ヘモグロビン合成の

障書による貧血、溶血などがみられる．

（2）シアン化水素による中寺では、細胞内での酸素利

用の障害による呼吸困難、鹿攣などがみられる。

（3）硫化水素による中寺では、意識消失、呼吸林産な

どがみられる。

（4）二酸化硫黄による慢性中毒では、慢性気管支炎、

歯牙酸触感などがみられる。

（5）弗化水素による慢性中寺では、骨の硬化、斑状歯

などがみられる。

問18　有事物質を発散する農内作業場の作業環境改善に関

する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（1）粉じんを発散する作美工程では、密閉化や自動化

を局所排気装置等の設置に優先して検討する。

（2）局所排気装置を設ける場合、ダクトが太すぎると

搬送速度が不足し、細すぎると圧力損失が増大する

ことを考慮して、ダクト径を決める。

（3）局所排気装置に設ける空気清浄装置は、ダクトに

接続された俳風機を通過した後の空気が通る位置に

設置する。

（4）有事物質を取り扱う装置を構進上又は作業上の理

由で完全に密閉できない場合は、装置内の圧力を外

気圧より低くする。

（5）局所排気装世を設置する場合は∴紛気量が不足す

ると排気効果が低下するので、排気量に見合った給

気経路を確保する。

問19　呼吸用保護具に関する次の記述のうち、正しいもの

はどれか。

（l）一酸化炭素用の防専マスクの吸収缶の色は、赤色

である。

（2）トルエン等の有機ガス用の防毒マスクの吸収缶の

色は、黄色である。

（3）型式検定合格標章のある防じんマスクでも、ヒェ
ームに対しては無効である。

（4）防じんマスクの手入れの際、ろ過材に付着した粉

じんは庄ヰ空気で吹き飛ばすか、ろ過材を強くたた

いて払い落として除去する。

（8）防じんマスクや防毒マスクの使用にあたっては、

面体と顔面の間にタオルなどを当てて、密着度を高

めるとよい。

1　衛
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問20　特殊健康診断に関する次の文中の⊂＝］内に入れる

AからCの語句の組合せとして、正しいものは（1）～

（5）のうちどれか．

r特殊健康診断における有害物の体内摂取量を把握

する検査として、代表的なものが生物学的モニタリン

グである。有機溶剤の場合は生物学的半減期が⊂墓コ

ので、有機溶剤等健康診断における亡妻コの豊の検査

においでは、⊂亘コの時刻を厳封こチェックする必要

がある。j

A B

（l）短い　　有機溶剤代謝物

（2）長い　　有機溶剤代謝物

（3）短い　　尿中軍白

（4）長い　　尿中蛋白

くら）短い　　血清トタゲリセライド

【関係法令（有害業務に係るもの以外のもの）〕

間21総括安全衛生管理者に開する次の記述のうち、法令

上、誤っているものはどれか。

（1）総括安全衛生管理者は、事業場においてその事薫

の実施を統括管理する着に準ずる者を充てることが

できる。

（2）都道府県労働局長は、労働災害を防止するため必

要があると諦めるときは、総括安全衛生管理者の業

務の執行について事業者に勧告することができる。

（3）総括安全衛生管理者は、選任すべき事由が発生し

た日から14日以内に選任しなければならない。

（4）総括安全衛生管理者を選任したときは、葺滞なく、

選任報告書を、所轄労働基準監督署長に提出しなけ

ればならない。

（5）総括安全衛生管理者が兼行、疾病、事故その他や

むを得ない事由によって職務を行うことができない

ときは、代理者を選任しなければならない．

C
願
馳
馳
鵬
鵬



問22・衛生委員会に関する次の記述のうち、法令上、正し

いものはどれか。

（1）衛生委員会の議長は、衛生管理者である委員のう

ちから、事業者が指名しなければならない。

（2）衛生委員会の撫長を除く全委員は、事業場に労働

者の過半敦で組織する労銅組合がないときは、労働

者の過半数を代表する者の推薦に基づき指名しなけ

ればならない。

（3）衛生管理者として茸任しているが事業場に専属で

はない労働衛生コンサルタントを、衛生委員会の委

員として頼名することはできない。

（4）衛生委員会の付議事項には、長時間にわたる労龍

による労働着の健康障音の防止を図るための対策の

樹立に関することが含まれる。

（5）衛生委員会は、6か月以内ごとに1回開催し、委

員会における重要な議事に係る記録を作成して3年

間保存しなければならない。

問23　労働安全衛生規則に規定されている医師による健康

診断について、法令に違反しているものは次のうちど

れか。

（1）雇入時の健康診断において、35歳未満の着につ

いては、医師の意見を聴いて、貧血検査及び心電図

検査を省喀・している。

（2）深夜業を含む兼務に常時従事する労働着に対し、

6か月以内ごとに1回、定期に健康診断を行ってい

るが、胸部エックス線検査については、1年以内ご

とにl回しか行っていない．

（3）海外に6か月以上派遣して帰国した労働者につい

て、宮内の業務に鹿かせるとき、一時的な就業の場

合を除いて、海外派遣労働者健康診断を行っている℡

（4）常時50人の労働者を使用する事業場において、

雇入時の健康診断の結果について、所轄労龍基準監

督署長に報告を行っていない。

（5）常時40人の労鴨者を使用する事業場において、

定期健康診断の結果について、所轄労働基準監督署

長に報告を行っていない。
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間24　労働時間の状況等が一定の要件に該当する労働着に

対して、法令により実施することが義務付けられてい

る医師による面接指導に関する次の記述のうち、正し

いものはどれか。

（1）面接指導の対象となる労働着の事件は、休息時間

を除き1連間当たり40時間を超えて労働させた場

合におけるその絶えた時間がlか月当たり120時

間を超え、かつ、疲労の蓄積が認められることであ

る。

（2）草葉着は、面接指導の対穀となる要件に嬢当する

労働者から申出があったときは、遅滞なく面凄指導

を行わなければならない。

（3）面接持導を行う医師として事業者が指定すること

のできる医師は、当該事業場の産業医に限られる。

（4）事業者は、面接指導の給黒に基づき、労働者の健

康を保持するため必要な措置について、面接指導美

濃日からさか月以内に、医師の意見を聴かなければ

ならない。

（5）事業者は、面接指導の結果に基づき、その記録を

作成し、3年間保存しなければならない。

間25　事業場の建物、施設等に関する青畳について、労働

安全衛生規則の衛生基準に違反しているものは次のう

ちどれか。

（1）60人の労働着を常時就業させている農内作業場

の真横が、設備の占める容積及び床面から3mを超

える高さにある空間を除き600m書となっている。

く2）ねずみ、昆虫等の発生場所、生息場所及び侵入経

路並びにねずみ、昆虫等による凄事の状況について、

＄か月以内ごとに1回、定期に統一的に調査を実施

し、その調査結果に基づき必要な措置を講じている。

（3）事業場に附属する食堂の床面積を、食事の際の

1人について、1．5mIとなるようにしている。

（4）労働衛生上有害な業務を行っていない島内作業場

で、直接外気に向かって開放することのできる窓の

面濱が常時床面積の15分の1であるものに、換気

設備を設けていない。

（5）男性5人と女性55人の労働者を常時使用してい

る事業場で、女性用には臥床できる休養恵を設けて

いるが、男性用には休養轟や休養所を設けていない。



間26　労働基準法に定める妊産婦に関する次の寵述のうち、

法令上、誤っているものはどれか。

ただし、労使協定とは、r労働者の過半数で組織す

る労働組合（その労幾組合がない場合は労働着の過半

数を代表する着）と使用者との書面による協定」をい

い、また、管理監督者等とは、r監督又は管理の地位

にある着等、労働時間、休憩及び休日に関する規定の

適用除外者」をいう。

（1）時間外・休日労働に関する労使協定を締結し、こ

れを所轄労働基準監督署長に届け出ている場合であ

りても、妊産婦が浦成した場合には、管理監督者等

の場合を除き、時間外・休日労働をさせてはならな

い。

（2）1か月単位の変形労働時間制を採用している場合

であっても、妊産婦が請求した醤合には、管理監督

者等の場合を除き、1週間及び1日それぞれの法定

労働時間を超えて労働させてはならない。

（3）1年単位の変形労働時間制を採用している場合で

あっても、妊産婦が請求した場合には、管理監督者

等の場合を除き、l週間及び1日それぞれの法定労

働時間を超えて労働させてはならない。

（4）フレックスタイム制を採用している場合であって

も、妊産婦が請求した場合には、管理監督者等の場

合を除き、フレックスタイム制による労働をさせて

はならない。

（5）妊産婦が請求した場合には、管理監督者等の場合

であっても、辣夜業をさせてはならない。

問27　過所定労働時間が30時間以上で、雇入れの日から

起算して5年6か月経緩勤務した労働者に対して、新

たに与えなければならない年次有給休暇日数は、法令

上、何日か。

ただし、その労働着はその直前の1年間に全労働日

の8割以上出勤したものとする．

（1）16日

（2）17日

（3）18日

（4）19日

（5）20日
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【労働衛生（有害業務に係るもの以外のもの））

間28　厚生労働省のrVDT作業における労働衛生管理の

ためのガイドライン」に基づく措置に関する次の記述

のうち、正しいものはどれか。

（1）単純入力型又は拘束型に該当するVDT作業につ

いては、一連続伸菓時間が2時間を超えないように

し、次の連続作美までの問に5～10分程度の作業

休止時間を設けるようにする。

（2）書類上及びキーボード上における照度は、300

ルクス以上になるようにする。

（3）ディスプレイ画面上における照度は、500ルク

ス以上になるようにする。

（4）ディスプレイ画面までの祝距熊は30鴎程度とし、

画面の上端が、眼の高さよりやや上になるようにす

る。

（5）VDT作業従事者に対する特殊♯康診断の検査項

目は、眼疲労を中心とするr自覚症状の有無の検査」

及び視力、調節機能等のr眼科学的検査」の2項目

である。

間29　厚生労働省のr職場における喫煙対策のためのガイ

ドライン」に基づく喫煙対策の進め方に関する次の記

述のうち、誤っているものはどれか。

（1）空間分煙による癌設・設備面の対策としては、可

能な限り、喫煙室を設置することとし、これが困難

である場合には、喫煙コーナーを設置する。

（2）喫煙室又は喫煙コーナーに設置する喫煙対策機番

としては、たばこの席を除去して蛮内に排気する方

式の空気清浄装置が最も有効であるので、これを静

まし、適切に稼働させる。

（3）喫煙室又絃喫煙コーナーからのたばこの煙やにお

いの漏れを防止するため、非喫煙場所との境界にお

いて、喫煙畠又は喫煙コーナーへ向かう気流の風速

を0．2m／＄以上とするように必要な措置を講じる。

（4）職場の空気環境の測定を行い、浮遊粉じんの濃度

を0．15鞘／ぬき以下及び一酸化炭素の濃度を10

搾取以下とするように必要な措置を講じる。

くる）妊婦及び呼吸拳・循環器等に疾患を持つ労働者は、

受動喫煙による健康への影響を一層受けやすい懸念

があることから、空間分煙を徹底する等の配慮を行

う。



間80　労働衛生管理に用いられる統計に関する次の記述の

うち、誤っているものはどれか。

（1）生体から得られたある指標が正規分布という型を

とって分布する場合、そのバラツキの軽度は、分散

や標準偏差によって表される。

（2）集団を比戟する場合、調査の対象とした項目のデ
ータの平均値が等しくても分散が異なっていれば、

異なった特徴をもつ集団であると評価される。

（3）健康管理統計において、ある時点での検査におけ

る有所見着の都合を有所見率といい、一定期間に有

所見が発生した着の割合を発生率という。

（4）ある事象と健康専穀との間に、統計上、一方が多

いと他方も多いというような相関関係が認められて

も、それらの間に因果関係がないこともある。

くさ）労働衛生管理では、種々の検査において、正常者

を有所見着と判定する率が低くなるようにスクリー

ニングレベルが高く設定されるため、有所見の判定

の連中串が低い統計データとなる。

閏31脳血管陪賓及び虚血性心疾患に関する衣の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

（1）脳血管障害は、眉の血管の病変が席眉で生じ、出

血性病変、虚血性病変などに分類される。

（2）出血性の脳血管障害は、脳表面のくも膜下睦に出

血するくも農下出血、脳実質内に出血する脳出血な

どに分類される。

（3）虚血性の脳血管障書である脳梗塞は、脳血管自体

の動脈硬化性病変による脳塞栓症と、心臓や動脈壁

の血栓が剥がれて脳血管を閉塞する脳血栓症に分類

される。

（4）虚血性心疾患は、冠動脈による心筋への血液の供

給が不足したり途絶えることにより起こる心筋障事

である。

（5〉虚血性心疾患は、心筋の一部分に可逆的虚血が起

こる狭心症と、不可逆的な心筋壊死が起こる心筋梗

塞とに大別される。
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間32　熱傷の救急処世等に関する次の記述のうち、正しい

ものはどれか。

（l）熱傷の分類では、Ⅰ度が最も重症で、皮膚は白っ

ぽくなったり、ただれてくる。

（2）東署ができる程度の熱傷は、Ⅱ度に分類される。

（3）火傷部位が広くショックに陥ったときは、寝かせ

て頭部を高くする体位をとらせる。

（4）着衣の上からの熟額では、まず着衣を脱がす必要

があり、着衣の一部が皮膚に付着している場合臥

直ちにこれを取り除く。

（5）熱傷面は、受傷後速やかに氷水などで冷却するが、

特に熱傷の範囲が広い場合には、30分以上かけて、

十分に体温が低下するまで冷却する。

問33　食中辛に関する次の記述のうち、誤っているものは

どれか。

（1）毒素型食中毒は、食掛こ付着した細菌が増殖する

掛こ産生した毒素によって起こる食中毒で、黄色ブ

ドウ球菌によるものなどがある。

（2）感染型食中毒は、食掛こ付着した細菌そのものの

感染によって起こる食中毒で、サルモネラ帝による

ものなどがある。

（3）0－157や0－111による食中寺は、ベロ毒素

を産生する大腸菌による食中寺で、腹痛、出血を伴

う水様性の下粛などの症状を呈する。

（4）ボツリヌス昔は、缶諾、真垂バック食品など、酸

素のない食品中で増議し、毒性の強い神経毒を産生

する。

（5）ノロウイルスは、手持や食品などを介して、経口

で感染し、ヒトの腸管で増殖して、嘔吐、下痢、腹

痛などの急性胃腸炎を起こすもので、夏季に集団食

中毒として発生することが多い。



間34　－次救命処書に関する次の記述のうち、誤っている

ものはどれか。

（1）気道を醜保するためには、仰向けにした傷病者の

そばにしゃがみ、後頭部を軽く上げ、あごを下方に

押さえる。

（2）反応はないが普段どおりの呼吸をしている傷病者

で、嘔吐や吐血などがみられる場合は、回復体位を

とらせる。

（3）人工呼吸が可能な場合、心肺轟生臥胸骨圧迫30

回に人工呼吸2回を繰り返して行う。

（4）胸骨圧迫は、胸が少なくとも5¢血沈む強さで胸骨

の下半分を圧迫し、1分間に少なくとも100回の

テンポで行う。

（5）AEDは動体外式除細動学）を用いた場合、電気

シヲツクを行った後や電気ショック不要の音声メッ

セージが出たときは、胸骨圧迫を再開し、心肺蘇生

を続ける。

（次の科目が免除されている方は、間35－問44は解答し

ないで下さい。）

【労働生理）

間35　呼吸に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（1）呼吸運動は、気管と胸膜の協調運動によって、胸

郭内容積を周期的に増減させて行われる。

（2）肺胞内の空気と肺胞を取り巻く毛細血管中の血液

との間で行われるガス交換は、外呼吸である．

（3）成人の呼吸数は、通常、1分間に18－20回で

あるが、食事、入浴や発熱によって減少する。

（4）呼吸に関与する筋肉は、間脳の視床下部にある呼

吸中枢によって支配されている。

（5）血液中に二酸化炭素が増加してくると、呼吸中枢

が抑制されて呼吸は浅くなり、回数が減少する。
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問38　次の図は、ヒトの血液循環の経路を模式的に表した

ものであるが、回申の血管ア～カを流れる血液に関す

る（1）～（5）の記述のうち、正しいものはどれか。

（1）血管アは静脈であるが、動脈血が流れる。

（2）血管ア～カを流れる血液のうち、二酸化炭素を最

も多く含む血液は、血管イを凍れる血液である。

（3）血管ウを流れる血液は、血管イを流れる血液に比

べて酸素を多く含む。

（4〉血管カを流れる血液は、血管エを流れる血液に比

べて尿素を多く含む。

（5）血管ア～カを流れる血液のうち、食後、ブドウ糖

を最も多く含む血液は、血管オを流れる血瀬である。

間37　自律神経系に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（1）日露神経系は、内臓、血管などの不随意筋に分布

している．

（2）自律神経である交感神経と副交感神経は、同一串

官に分布していでも、その作用はほぼ正反対である。

（3）自律神経弟の中枢は、脳幹及び脊髄にある。

（4）心臓に対しては、交感神経は心拍数を増加させる

ように作用し、副交感神経は心拍数を減少させるよ

うに作用する。

くら）消化管に対しては、交感神経は運動を促進させる

ように作用し、副交感神経は運動を抑制させるよう

に作用する。

間38　成人のヒトの肝臓の機能として、誤っているものは

次のうちどれか．

（1）應肪酸の分解及びコ＝レステロールの合成

（2）アルブミンなどの血兼蛋白の合成

は）赤血球の産生及び分解

（4）アミノ酸からのブドウ糖の合成

（5）グリコーゲンの合成及び分解



開39　腎臓での泉の生成に関する次の文中の⊂＝】軸こ

入れるAからDの脊句の組合せとして、正しいものは

（1）～（5）のうちどれか。

r削、体を通る血液中の血球及び⊂互コ以外の成分

臥糸総体から⊂紅コに壷過されて原尿になる。原尿

中の水分、電解乳⊂亘コなどの成分がlコ【コにおい

て血液中に再吸収され、残った成分で生成された尿は

膀胱にたまり体外に排泄される。」

A B

（1）費自賛　尿細管

（2）糖　　　ボウマン養

（き）糖　　　ボケマン嚢

（4）糖　　　尿細管

は）蛋白質　ボウマン嚢

C D

糖　　　　ボケマン嚢

蛋白質　　尿細管

アミノ酸　尿細管

蛋白質　　ボウマン嚢

糖　　　　尿細管

間40　血液に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（l）血液札止膚と有形成分から成り、有形成分は赤

血球、白血球及び血小板から成っている。

（2）赤血球の寿命は約120日であり、白血球に比べ

て長い。

（3）血簾中の蛋白質のうち、グロブリンは血液浸透圧

の維持に関与し、アルブミンは免疫物質の抗体を含

む。

（4）血小板は、槙を持たない不定形の細胞で、血液凝

固作用に関与している。

（5）血液の凝固は、血燥中のフイブリノーゲン（線維

桑原）がアイプリン（線維秦）に変化する現象である。

間41感覚又は感覚轡こ関する次の記述のうち、正しいも

のはどれか。

（1）皮膚感覚には、蝕圧覚、痛覚、温度感覚（温覚・冷

覚）などがあり、これらのうち冷党を感じる冷党点

の密度は、他の感覚点に比べて大きい。

（2）内耳は、前庭、半規管及び嫡牛から成り、前庭と

半規管が平衡感覚をつかさどっている。

（3）網掛こは色を感じる打状体と、明暗を感じる鐘状

体の2種類の視細胞がある。

（4）眼軸が長過ぎるために、平行光線が網膜の前方で

像を辞ぷ状態は、達観眼である。

（5）嗅覚は、わずかな匂いでも感じるほど鋭敏で、同

じ兵郵こ対しても疲労しにくい．

1　衛

9／9

冊42　とトのホルモン、その内分泌器官及びそのはたらき

の組合せとして、誤っているものは次のうちどれか。

ホルモン　　内分泌拳骨　　　はたらき

く1）コルチゾール　副甲状腺　血糖量の減少

（2）アルドステロン　副腎皮質　体液中の塩類バラ
ンスの調節

（3）パラソルモン　副甲状腺　体内のカルシウム
バランスの調節

（4）インスリン　　蒜臓　　血糖量の減少

（5）グルカゴン　　膵臓　　　血糖量の増加

問43　筋肉に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（1）筋肉は、神経から送られてくる刺激によって収縮

するが、神経に比べて疲労しやすい。

（2）筋収縮には、グリコーゲンやりん酸化合物等の

エネルギー源が必要で、特に、直接のエネルギーは

ATPの加水分解によってまかなわれる。

（3）筋肉中のグリコーゲンは、酸素が十分に供給され

ると完全に分解され、最後に乳酸になる．

（4）筋肉の長さは変わらないが、外力に抵抗して筋力

の発生がある状態を等尺性収縮という。

（5）連動することによって筋肉が太くなることを筋肉

の活動性肥大という。

問44　BMIは肥沸度の評価に用いられる緒標で、身長と

体重から算出されるが、身長170鴎、体重86kgの

人のBMIに最も近い値は次のうちどれか。

（1）23

（2）26

（3）29

（4）33

（5）39

（絡・り）


